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本論文は、「第Ⅰ部 『日本書紀』声点本の資料的価値に関する研究」「第Ⅱ部 『日本書紀』声点本の成立
過程に関する研究」「第Ⅲ部 平安時代京都アクセントに関する研究」の 3 部から構成されており、『日本書紀』
古写本や一部の『日本紀私記』所載の声点の資料的価値を論じて、さらに日本書紀研究史や古代アクセント
資料にも言及するという、視野の広い研究の成果である。 
六国史の第一にあげられる『日本書紀』は、養老四年（720）に撰進されたのち奈良時代、平安時代を通じて
都合７度の講書が行われた。そのときの講義録が『日本紀私記』である。これらには歌謡や訓注の万葉仮名に
声点が差されており、それによって平安時代の京都を中心とする地域のアクセントが知られる。本論文は、この
ことに着目して、『日本書紀』や『日本紀私記』の声点本を調査し、これらの資料的価値と成立過程を考察した
ものであり、その研究成果をもって古代（平安・鎌倉時代）アクセントの研究に一石を投じようとする。 
その評価すべきところを 3点にまとめて記せば以下のようである。 
第一には、『日本書紀』声点本など、古代アクセント資料の比較方法を整備し、それによって古代アクセント
資料の成立を前後二つの時期に区分したことがあげられる。 
古代アクセント資料は、去声点や平声軽点の有無（差声方式の違い）、助詞アクセントの独立性、濁音標示
の程度（濁声点の有無と濁音卓立標示）などの諸特徴を基準にして、その資料の均質性や成立過程を推定で
きることを明らかにした。たとえば、これまで前期資料の代表とされてきた図書寮本『類聚名義抄』は、その成立
当時に存在した文献の声点付き和訓を抄出し類聚したもので、なかには四声体系の差声方式によるものが含
まれ、濁音標示に新しい様相がみられることなど、その資料性から考えれば前期資料の末尾または後期資料
の初頭に位置付けられるものだという。 
第二には、『日本書紀』声点本の成立過程を明らかにして、声点付き和訓の淵源が 9世紀前半にまでさかの
ぼることを指摘したことである。 
『日本書紀』の講書は同書成立の翌年に行われ、およそ 90年後に第 2 回弘仁講書が行われた。それを記録
したものが「弘仁私記」である。講書はその後も30年ごとに行われて第7回の康保講書までつづいた。『和名類
聚抄』に引かれる「公望私記」の声点付き万葉仮名訓は、第 5 回の延喜講書のときのものと考えられ、それらの
声点付き和訓は『類聚名義抄』にまで受け継がれているという。 
同様な経緯は、乾元本『日本書紀』に載る「日本紀私記」逸文の万葉仮名訓にも想定することができ、そのな
かに「弘仁」「弘仁説」などと注記のあるものが存在することから、それらは第 2 回の弘仁講書を記録したものと
みられる。そう考えると、すでに弘仁期には声点付き万葉仮名訓があったということになる。 
また、水戸の彰考館に現存する「弘仁私記」は、万葉仮名を片仮名にあらためた後世の写本ではあるが、そ
の序文には「以丹点明軽重」と記されていている。「丹点」は朱声点のことを指し、「軽重」がアクセントのことを指
すとすれば、「弘仁私記」の和訓に、声点をもってアクセントの注記されていた可能性が十分にあるということに
なる。 
これまでは、日本におけるほかの声点資料が 9 世紀末までしか遡りえないことに鑑みて、その記述に疑問を
もつ向きも多かったが、本論文によって、「弘仁私記」所載の万葉仮名訓に声点が差されていた可能性の高い
ことが、「日本紀私記」逸文の検討を通して明らかになり、日本における声点の淵源を従来よりも遡らせ、おそく
とも弘仁講書の行われた 9世紀前半にはあったという説が一層有力になったのである。このことは、本論文中と
くに重要な指摘である。 
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第三には、六声体系の差声、とくに「平声軽点」の継承のされ方について検討を加え、のちにそれらが「平声
点」と「上声点」と両様に差されるようになることの理由を明らかにしたことがあげられる。 
声点は、もと中国で漢字の声調を文字の四隅や辺に点を記すことによってあらわしたのに始まり、それが日
本に伝わって仮名にも差され、和語のアクセントをあらわすようになったものである。その差声方式は古く「六声
体系」であり、そのうちの「平声（重）点」は低平調を、「平声軽点」は下降調をあらわしたとされている。そのよう
な文献がのちに「六声体系」を理解していない者によって書写され、そこに差されている声点も移点されて、そ
の結果、「平声軽点」が保存されにくくなったものと考えられる。 
「平声軽点」（左辺下隅よりやや上の位置）を移点した資料には、その個所に「平声点」（左下隅）の差されたも
のがある。これまでの研究によって「平声軽点」の差される仮名はその位置がほとんど分かっているので、そこ
に「平声点」が認められる場合は、その資料の元となった資料に「六声体系」で差声されていたことが推定でき
ることになり、本論文において、これを確認したことは研究上きわめて意義深いことである。 
ただし、著者も注意していることであるが、そのような位置の仮名に「上声点」（左上隅）の差されていることが
ある。それを本論文ではアクセント変化（下降拍の高平化）によるものと考えているようであるが、下降拍につい
て、それをあらわす専用の点のない「四声体系」によって差声する場合には、下降の発端が高いところをもって
「上声点」の差される可能性のあることも検討されてよいであろう。 
ほかにも、「押さえ」と「下げ核」によって古代アクセントを解釈し、南北朝時代に京都アクセントにあったとさ
れる「アクセント体系大変化」を説明する試みがなされているが、それらも一説として傾聴にあたいする内容で
ある。 
本論文は、『日本書紀』声点本を一本一本調査して、それによって平安時代の日本書紀研究の実態を明ら
かにし、日本における声点使用の淵源にまで言及したものである。さらに、古代アクセント資料についても新た
な見解を提示しているところに優れた学術的価値が認められる。よって当審査委員会は、本論文を博士（文
学）の学位を授与するにふさわしいものと判定する。 
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